
 

（第２号様式）   
令和 ５年 ４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立三浦初声高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の主体的に学ぶ
意欲を高め、基礎学力
を充実し、確かな学力
の定着を図る。 
②学科併置の特色を活
かし、学びの楽しさを
実感できる学習活動を
展開する。 

①基礎礎学力の定着を
めざすための学習内
容・方法を追究する。 
 
②学科併置の特色を活
かしたハイブリッドな
カリキュラムを構築す
る。 

①学習指導要領の精
神を活かした授業づ
くりとICT関連の整備
をすすめる。 
②両学科の生徒が共
に学ぶことのできる
学習内容の充実を目
指す。 

①基本的な知識を身につ
け、思考力を高める授業
が展開できたか。ＩＣＴ
の有効な活用がなされた
か。 
②学科併置の特色を活か
して工夫された教育活動
を実践できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的生活習慣の確
立と規範意識の醸成を
図り、支援の視点を生
かした生活指導に取り
組む。 
②幅広い教育活動の機
会を活用し、コミュニ
ケーション能力及び自
己有用感の育成を図
る。 

①問題行動未然防止と
発生後の速やかな対
応、指導の充実を図
る。 
②感染防止対策を継続
しつつ、生徒主体の行
事運営等を通して、コ
ミュニケーション能力
及び自己有用感を向上
させる。 

①個に応じた支援や
指導を行い、規範意
識を育てる教育活動
を行う。 
②感染防止対策を行
いながら、行事の準
備等、生徒が主体的
に関わる機会を増や
せるよう指導・支援
体制を構築する。 

①問題行動や個に応じた
支援や指導の計画、実施
ができたか。規範意識の
向上ができたか。 
②行事を通して充実感、
主体性・実行力・コミュ
ニケーション能力などの
向上をアンケート等で確
認できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①地域に愛着を持ち、
地域で活躍する人材の
育成に向けて、生徒が
自ら目標を設定し主体
的に取り組むことがで
きる進路指導の充実を
図る。 

①自分が希望する進路
実現に向けて、生徒自
身で自ら考え見つめ直
す機会を設定し、３年
間継続した進路実現計
画を構築する。 

①全学年共通の進路
アンケートを年２回
(５月/10 月)実施し、
３年間継続した進路
実現に向けてキャリ
アパスポートを利用
して計画的に行う。
また、インターンシ
ップや職業体験を積
極的に活用する。 

①全学年で年２回進路ア
ンケートに併せてキャリ
アパスポートを活用した
指導を計画的に実施でき
たか。 
職業観の醸成に向け

て、インターンシップや
職業体験を多くの生徒が
参加したか。 

     

４ 地域等との協働 

①地域の特性を理解
し、地域とのかかわり
を持ち貢献すること
で、自己有用感・自己
肯定感や社会性を育
む。 
②地域の教育力を教育
活動に活かす。 

①地域とのかかわりを
持ちながら積極的に貢
献活動を行い、HP 等で
の情報発信を充実さ
せ、生徒の活動の場を
広げる。 
②地域の教育力を活か
した取り組みを実施す
る。 

①HP 等を活用した情
報発信を通して、本
校の活動を広くアピ
ールする。 
 
②地域連携活動とし
ての「産農人」「依
託実習」「農業体
験」を発展させ、引
き続き充実させる。 

①地域に関連する活動を
幅広く発信できたか。ま
た、HP の充実を図るこ
とができたか。 
 
②「産農人」「依託実
習」「農業体験」に生徒
がどれだけ参加できた
か。活動の内容や成果の
状況。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①両キャンパスの環境
や連絡・防災体制を整
備し、安心安全で信頼
される学校づくりをす
る。 
②生徒にとって生き方
のモデルとなるような
ワークライフバランス
を充実させる働き方を
実現させる。 

①様々な災害を想定し
た避難訓練を通して、
両ｷｬﾝﾊﾟｽの防災体制を
構築する。 
 
②働きやすい環境づく
り・業務の効率化を進
め、ワークライフバラ
ンスを意識した心身と
もに健康で安全・安心
な働き方を追求する。 

①キャンパス・両学
科合同の避難訓練を
実施し、それぞれ防
災体制の理解と防災
意識の向上を図る。 
②業務の精選や業務
分担の見直しを進
め、ワークライフバ
ランスの意識を高め
る。月２回の定時退
勤日は継続的に実施
する。 

①両キャンパス・両学科
合同の避難訓練が実践で
きたか。教職員・生徒の
防災体制の理解と防災意
識が向上したか。 
②長時間勤務の職員が少
なくなったか。職員の健
康状態が向上したか。 
 

     

 


